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  信者の武器(Ⅰサムエル記17:45)
「私、失敗しないので」というフレーズで人気を集めていた「ドクターX」というドラマがありました。女性の外科医が主人公で、彼女は権力やしきたり、なにものにも縛られることなく、ただ医師の免許と叩き上げの腕とスキルを武器にして患者さんを治していく医療ドラマでした。そこで多くの人が感銘を受けたり、やはり人生で勝利するための武器はライセンスであり、またスキルを磨くことなのだと思います。確かに人間的ないろいろな条件、肉体的な条件などは、生きるために必要なものに間違いありません。しかし、だからといってそれが人生の勝利のための武器と言えるものなのかということをクリスチャンの私たちは吟味しないといけないと思います。なぜかと言いますと、必要なものとそれが勝利の武器であることとは少し話が別になります。私たちクリスチャンは、聖書のエペソ2：2で言われているように、空中の権威を持つ支配者、目に見えないけれども世の神と言われている悪魔、サタンが世の流れをもってこの世を支配していて、だから、この世を暗やみと言っていること、それを知っている者です。霊的な世界、霊的事実が何か分かっている者なので、簡単に腕やスキルがあれば、それが武器になって人生勝利するだろうとは言えない者です。そういうことでイエス様ご自身もマタイ6：33において、クリスチャンは何を食べるか飲むか、何を着るかなどがテーマではなくて、神の国とその義を求めなさいとおっしゃったのは、スキルだけでは勝利できない目に見えない霊の世界というものがあるからなのです。

そういう意味で聖書は、特に今日の聖書の箇所は、信者の私たちに人生勝利のためのまことの武器は一体何なのかということを教えている場面です。ご存知のように、ゴリヤテとダビデとの戦いの内容です。そのゴリヤテはペリシテ人の将軍であって、背丈が3メートルぐらいの者で、青銅のかぶとをかぶっていて、うろことじのよろいを身にまとっていましたが、その重さだけでも57キロぐらいいくそうです。それから、大きな槍を持っていましたが、やりの先端の金属も青銅で作られたもので、それだけでも7キロぐらいの重さがありました。そういう物を持って完全武装しているでっかい巨人がイスラエルを侮辱していたわけです。その時にダビデが、そのゴリヤテの声を聞いて出向くようになりました。そのダビデはまだ少年です。それから、よろいを提供されましたがサイズが合わなかったので「いりませんよ」と普段着のままでした。そして彼が持っていたのは、石投げと5つの石の他には何も持っていませんでした。誰が見ても勝負はもうついているものではないでしょうか。どちらが勝つのでしょうか。勝利の武器が条件とスキルそのものにあるとすれば、これは間違いなくゴリヤテの勝利は決まっていることです。それが世の中の評価であり、そして、残念ながら信者でもそういう考え方を持っている人が少なくありません。しかし、残念なことに予想を裏切ってダビデが一発で勝利を収めるようになり、そのゴリヤテの剣をもってゴリヤテの首を切ってイスラエルの陣営の方に持ってきたわけです。この時からダビデの噂は広まるようになります。ここで何が人生勝利の本当の武器なのかということを改めて私たち信者に教えていらっしゃいます。もし信者にしか分からない人生勝利のまことの武器が何か分かっていないと、信者なのにこの世を恐れるようになるし、また世に振り回されるようになるしかありません。実際、当時のイスラエルの兵隊、そしてサウル王、またダビデのお兄さんたちもこの戦争に参加していました。けれども皆ゴリヤテを見て怖くて、怖くて、誰一人立ち向かう人間がいませんでした。不安で、また恐怖で震えていたわけです。そのゴリヤテと比べて私たちの方にはあんな人間がいないのではないか。あのような武器などは私たちは持ち合わせていませんと、たぶんそういうことだったでしょう。信者なのに信者として人生勝利の本当の武器が何か分かっていないとこういう格好になってしまいます。この世を生かすなどは言語道断になってしまうし、振り回されっぱなしの人生を送るしかありません。そして、言葉は理屈っぽく合理的に話します。計算してみなさい。しっかり比べてみなさい。そのスキル、その才能、その人間的な条件など、私たちは比べものにならないほど小さい者ではないのか。だから、恐れるということは仕方がないことだし、どうしようもないのではないか。とても計算的で合理的な理論を展開するようになりますが、結果的には負けなのです。
そして、一番多いのがあらゆる理由を取り上げます。こうだから、ああだから、こうしたからと、いろいろな理由を取り上げて言い訳に走るようになるし、最終的には不平不満にその人の心が囚われるようになります。なぜ私はあの人間のように、あの家のように、あの人のように良いものがないのでしょうか。良い条件が与えられていないのでしょうか。なぜ私は頭があまりきれないのでしょうか。なぜ私は背が小さいのでしょうか。なぜ私にはあの人のような才能がないのでしょうか。なぜ私たちの家庭は裕福ではないのでしょうか。私たちの両親、お母さん、お父さんは、よその両親と比べたときになぜ貧乏なのでしょうか。なぜ性格が悪いのでしょうか…といろいろなことを取り上げて不平不満に走るようになるでしょう。そして、ダビデが言いました。おまえは剣と槍をもって出てくるがと。そのゴリヤテが持っていたかぶと剣と槍がいつもテーマで、それがないからだめなのだということばかり考えて、結局は負けっぱなしの人生を送るしかありません。自分の中でいつも負けっぱなしなのに、それを合理化しようと口実ばかり探って求めていくようになります。最終的には、この世の流れに妥協してしまい、聖書の表現通り食い尽くされてしまいます。信者なのに信者でもないし、教会と言っているのに教会ではないというものになってしまいます。そのうち信者、教会がいつのまにか信者、教会としてのテーマをすり替えていくようになります。教会と信者はこの世の流れを打ち破って、この世を生かすために遣わされているものなのに、福音宣教というテーマは私とは無縁のものだということになり、教会内の愛がどうのこうの、福祉がどうのこうの、必要なことでしょうけれども違うテーマにこっそりとすり替えていくようになります。まるで教会がそのためにいま存在しているかのように。それは裏返しますと、もう世に負けているわけです。この世を恐れているからです。つまり、教会、クリスチャンとして人生勝利の本当の武器が何か分かっていないがゆえに、スキルや才能や人間的な条件ばかりにこだわった結果、そうなってしまいます。ダビデはその震えて恐れているイスラエルの兵隊から飛び出して、ゴリヤテを見て言います。「おまえは、剣と、槍と、投げ槍とを持って、私に向かって来るが、私は、おまえがなぶったイスラエルの戦陣の神、万軍の主の御名によって、おまえに立ち向かうのだ」。これこそが信者の本当の勝利の武器です。信者がこれが武器だということを知らずに、あるいはこれを見逃してしまうと、イスラエルの兵隊のようになってしまいます。ゴリヤテが怖い存在だから皆震えているわけではありません。そのゴリヤテが一発で倒れる本当の武器を皆分かっていないわけです。信者の勝利の本当の武器はイエス・キリストの御名にあります。イエスの御名というのは呪文を唱えるような道具ではありません。

イエスの御名はどのようなものなのでしょうか。いちばん最初、創世記3：15、女の子孫が蛇の頭を踏み砕くと預言されていたその女の子孫、蛇の頭を踏み砕く、そのキリストの名前です。出エジプト3：18、神様にいけにえをささげるよと言われていたそのいけにえ、人の罪のためにいけにえとしてご自分をささげると預言されて、罪とのろいを完璧に解決されると預言されていたそのキリストです。バプテスマのヨハネはイエス様に向かって指を指して言いました。「見よ。神の子羊」と。イエスはそのキリストです。蛇の頭を踏み砕いて勝利なさるⅠヨハネ3：8、「神の子が現れたのは、悪魔のしわざを打ちこわすためです」。イザヤ7：14、「処女がみごもっている。そして男の子を産み、その名を『インマヌエル』と名づける」。神があなたがたともにおられるそのインマヌエルと預言されていたその方なのです。イエス様がこの世にお生まれになったときに、天使によってこのイザヤ7：14がそのまま復唱されました。「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません」。神様と一緒になってインマヌエルの主、キリストその方なのです。これがイエスの御名です。その預言を完璧に成就するために十字架にかけられて、ヨハネ19：30、このように宣言されました。すべてを「完了した」と。このキリストとしての預言をすべて完了なさったその御名です。そして、使徒2：24、ペテロがメッセージを語るなかで言いました。イエス・キリストは死につながれていることはありえない方なのだと。死の苦しみから神様が解き放って死の力を打ち破って復活してよみがえられて生きていらっしゃる方なのだと。イエスの御名は復活のキリストの御名です。ピリピ2：9-11、すべてにまさる御名として神様はイエスの名を取り上げた。天にあるもの、地にあるもの、地の下にあるもの、すべての万物がイエスの名にひざをかがめるようになると。万軍の主としての名前です。これがイエスの御名です。すべての問題を解決して、悪魔の頭を踏み砕いて勝利なさって、死の力を打ち破って復活なさって、天の御座に昇られて万軍の主となられたイエスの御名、それこそが信者の武器です。

そして、この偉大なるイエスの御名が私の内側に入って私のものになっています。ガラテヤ2：20、「私はキリストとともに十字架につけられました。もはや私が生きているのではなく、キリストが私のうちに生きておられるのです」。イエスの御名は、誰かが合掌する御名ではなくて、イエスを告白しているここにいらっしゃる皆さん、クリスチャンひとりひとりの内側に入って皆さんのものになりました。それがイエスの御名です。ですから、このイエスの御名を武器にする場合に、どんなに小さい者でも、「たいしたものではないね」と周りから思われるかもしれませんが、そのすべてが尊い聖なる道具として使われるということを忘れないでください。ダビデはゴリヤテが備えている武器と比べると石投げと石しかありませんでした。それで何ができるでしょうかと皆思うでしょう。だから、がっかりして言い訳ばかりに走るかもしれません。しかし、それが勘違いです。イエスの御名が武器ではないからです。今も生きていらっしゃるイエスの御名が武器なのでその石投げと石がゴリヤテを倒す道具として、つまり、イエスの偉大なる御名を現す道具になりました。何も言い訳などはいりません。それが聖書の教えです。5千人以上の群衆、女性と子ども合わせるとたぶん1万5千人ぐらいになる人たちが食べ物に困っていたので弟子たちがイエス様のところに来て懇願しました。その時に彼らが持ってきたものが2匹の魚、5つのパンであり、これで何ができるでしょうかと言ったわけです。そのピリポという執事が。その時イエス様がそれを取り上げて神様にお祈りをささげ取って食べさせると、5千人の群衆が食べても12かごが余るぐらいでした。どのようにそれが出てきたのか不思議でしょうがないでしょうけれども。2匹の魚と5つのパン、これで何ができるでしょうかとついつい不信仰になりがちなのですが、イエスの御名を武器に持っている者には、それが5千人以上の人を食べさせるイエスの偉大なる力を現す道具になります。不平不満などはイエスの御名が武器ではないから生じるものなのです。環境が悪いからではありません。いちばん代表的なケースが初代教会でした。初代教会は当時ローマ帝国の植民地であり、その植民地のイスラエルはユダヤ教という国教を持っていたわけです。その中でイエス様を信じる群れは120人で、その80％以上は人の数に数えられない女性、小さい子ども、そして、男性も漁師や売国者出身など、そういう人ばかりでした。これで何ができるでしょうか。地の果てにまでイエスの証人とか、世界福音化とか、それはとんでもないでしょうと思うしかない条件なのです。しかし、彼らはイエスの御名を武器に持っていたので、そのようなちっぽけな集団でしたが、結局は負けることなくローマをひっくり返すことになりました。これが歴史の証言です。ときにはイエスの御名を武器に持っている人は苦難がやってきてもその苦難でさえイエスのいのちを現す道具になります。Ⅱコリント4：10-12、いちばん究極的なお話になりますが、ピリピ1：21、イエスの御名が武器であれば死でさえ神の栄光を現し、世を生かす道具になります。だから、すべてを働かせて益としてくださると言われているわけです。ぜひ覚えていてください。いま世の中は不安で、不安でしょうがないのです。しかし、私たちはイエスの御名を自分の本当の武器として改めることによって、言い訳や不平不満をすべて捨てましょう。いま皆さんに与えられているものが何でしょうか。どのような職場で、どういう地位で、どういう才能なのでしょうか。周りから指さされるようなちっぽけな者なのでしょうか。それがゴリヤテを倒すツールになるということを信じてください。他の人と比べて私にあるものがちっぽけなこと、それが問題ではありません。イエスの御名を武器にしていないのが問題なのです。そうならば、そんなにスキルなどは備えなくてもいいのでしょうか。与えられているものでどんなに小さいものでもめげてはいけません。しかし、レムナントの皆さんは、イエスの御名の偉大なる力が現れるツールなので、そういう意味合いを持って最善を尽くして備えて磨いていくわけです。意味がまったく違うでしょう。でも、人によっては磨いて頑張っても10になる人と、50になる人と、いろいろな違いがあります。そういうことにあまり振り回されることがないように、比較したりしないようにしましょう。イエスの御名が武器である者は不平不満、言い訳、あるいは比較し合ったり、つぶやいたりということをせずに、使徒1：14にある祈りに専念にする、その祈りに入るようになります。「主の御名によっておまえに立ち向かうよ」というのは祈りなのです。皆さんはこの世を生かすために召されました。「私のようなものが？会社でいちばん末端の社員なのに何ができるのか」。それが勘違いです。イエスの御名が皆さんには許されているのではないでしょうか。イエスの御名が武器なのです。イエスの御名が武器であるがゆえに、末端ということを通して神の栄光を現すようになるでしょう。そして、その次がまた備えられるようになるわけです。柳先生のお話も聞いたことがあるでしょう。掃除係として就職して、最終的には会長になりました。会長になるためにやるわけではありません。掃除係でもイエスの御名を持っている人は、自負を持って負けずに不信仰にならずにこの世に振り回されないでこの世を生かす使命をまっとうすることができると信じていただきたいと思います。信者の武器はスキルではありません。叩き上げの腕でもありません。イエスの偉大なる御名、私の内側に宿っていらっしゃるイエスの御名、それこそが私の勝利の武器です。
ですから、今日限り、人生の武器を人間的な条件、ツールなどから切り替えて、イエスの御名を武器にしていただきたいと思います。言い訳はいらないでしょう。不信仰になる理由もないでしょう。不平に走る理由などないのではないでしょうか。どんなに劣悪な環境、条件だとしても、むしろ小さい者を通して大きな者をはずかしめる神のわざを見るようになるでしょう。イエスの御名が武器である場合は、どのようなちっぽけなものでも道具として用いられるようになります。構いません。何回も繰り返して申し上げますが、比較し合ったり、言い訳に走ったり、また世の何かと、世のものを手に入れるために妥協したりすることはしないようにしましょう。今日、心の中でこの世というところがどんなところなのか明確に定義を刻んでいただきたいと思います。この世は恐れるところではありません。かといって羨むところでもありません。この世はイエスの御名が必要な宣教地なのです。これを忘れると皆震えて振り回されるようになるでしょう。そして、この世を正しくしっかり心に留めて、イエスの御名がこの世を生かすための武器なので何回も申し上げます。不信仰にならずに、つぶやかずに、言い訳に走らずに、比較せずに、イエスの御名に集中しましょう。イエスの御名がどれほど偉大なるものなのか研究しましょう。イエスの御名を黙想しましょう。そして、イエスの御名を呼びましょう。神様の勝利がダビデにあったように、それ以上に皆さんに与えられることを信じます。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ここにいる兄弟姉妹ひとりひとりが神様の恵みによってイエス・キリストを信じることができました。それがどれほど大きな祝福であり、偉大なる武器なのかを今日改めることができて感謝します。いままでにように、また世と同じように、人間的な条件を武器にしようとせずに、イエスの御名を武器にして、その武器が自分の中にあることを感謝して、イエスの御名に集中することができ、いままでにあった言い訳や比較し合うこと、また不信仰のくもりなどはすべて退けることができるように。ダビデにあった勝利がひとりひとりに与えられて体験できるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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